
三井のオフィス

毎
年
の
こ
と
で
す
が
、
年
が
暮

れ
明
け
る
頃
に
特
に
人
の
口
に
上

が
る
も
の
に
、
十
二
支
の
干
支
が

あ
り
ま
す
。
今
年
の
干
支
は
十
二

支
の
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
「
鼠
」。

「
子
丑
寅
卯
辰
巳
・
・
・
」
の
順

番
は
、
神
様
の
も
と
に
新
年
の
挨

拶
に
来
た
順
番
だ
そ
う
で
す
。
足

が
遅
い
の
で
早
め
に
出
た
牛
が
一

番
に
着
き
ま
し
た
が
、
鼠
は
そ
の

牛
の
頭
の
上
に
の
っ
て
い
て
、
牛

の
前
に
飛
び
降
り
一
番
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。

Ｇ
Ｔ
ニ
ュ
ー
ス
も
今
号
で
二
十

一
号
。
因
み
に
、
創
刊
号
の
出
た

年
の
干
支
は
「
未
」
で
し
た
。

初
め
て
書
い
た
編
集
後
記
。
こ

れ
か
ら
も
楽
し
い
情
報
が
提
供
で

き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　
平
成
二
十
年
「
Ｇ
Ｔ
賀
詞
交
歓
会
」

を
左
記
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

・
日
時
　
一
月
八
日
（
火
）

　
　
　
　
午
後
四
時
十
五
分
〜
六
時

・
会
場
　
Ｇ
Ｔ
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

☆ 

午
後
三
時
三
十
分
か
ら
四
時
ま

で
、
Ｇ
Ｔ
新
春
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

「
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
」

（
ア
マ
ー
ビ
レ
・
ピ
ア
ノ
ト
リ
オ

の
皆
さ
ん
に
よ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ

ン
サ
ー
ト
）
を
開
催
し
ま
す
。

　
新
年
に
ふ
さ
わ
し
い
曲
目
が
用

意
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

編

集

後

記

青
葉
台
に
住
ん
で
五
十
余
年

自
然
豊
か
な
環
境
を

次
世
代
に
も
受
け
継
い
で
！

江
戸
時
代
の
測
量
家
・
伊
能
忠
敬
の
直
系
で
は
な
い

が
、
七
代
目
に
当
た
る
伊
能
譲
さ
ん
。
現
在
は
青
葉
台

に
お
住
ま
い
だ
が
、
伊
能
忠
敬
に
つ
い
て
、
ま
た
、
ご

自
身
の
お
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
。

▲ＧＴ避難訓練、７５９人がタワー前広場に集合

▲屋内消火栓による放水訓練

▲清掃ボランティアの皆さん

▲目黒区職員写真部の作品展

G
T
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　
カ
レ
ン
ダ
ー

Ｇ
Ｔ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

中目黒スイーパーズ

関
係
者
の
皆
様
へ
！

ＧＴ全館避難訓練

759人が参加

年末を控えた11月20日目黒消防署

さんが見守る中、本年2回目の全館

避難訓練を実施しました。

タワー棟、ハイツ・テラス棟、商

店の関係者など759人が参加。

このマークを見かけたこ

とはありますか？「ワーカー

ズ・ファースト」とは、中目

黒ＧＴタワーを管理する三井不動産ビルマネジメント（株）のオ

フィス管理の基本理念です。～働く人（オフィスワーカー）にとっ

て、安心で快適であることを第一（ファースト）に考える～。管理

スタッフ一人一人がその思いを同じくして日夜努力しております。

愛
称
「
中
目
黒
ス

イ
ー
パ
ー
ズ
」
で

お
馴
染
み
の
中
目

黒
駅
周
辺
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
清
掃
活
動

が
始
ま
っ
て
今
年
で
五
年
目
に
入

り
ま
し
た
・
・
・
お
陰
で
、
タ
バ

コ
の
ポ
イ
捨
て
も
・
・
・
半
減
？

目
黒
区
役
所
の
呼
び
か
け
で
、

中
目
黒
駅
周
辺
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

清
掃
活
動
が
始
ま
っ
た
の
は
、

二
〇
〇
三
年
十
一
月
。

中
目
黒
駅
周
辺
の
企
業
の
皆
さ

ん
で
出
来
た
協
力
の
輪
も
益
々
強

固
な
も
の
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

タ
ワ
ー
棟
テ
ナ
ン
ト
の
皆
さ
ん

の
参
加
に
よ
る
毎
月
、
第
二
月
曜

日
の
「
合
同
清
掃
の
日
」
も
定
着

し
ま
し
た
。

一
方
、
昨
年
十
一
月
か
ら
「
歩

行
喫
煙
禁
止
区
域
モ
デ
ル
指
定
」

を
受
け
た
中
目
黒
駅
周
辺
で
は
、

町
会
の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な
り
、

「
歩
行
喫
煙
禁
止
駅
頭
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
を
同
時
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

現
在
は
、
昨
年
の
九
月
か
ら
休

止
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
二
月

ま
で
休
止
し
、
三
月
以
降
の
活
動

の
是
非
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

★
井
上
裕
士
写
真
展

　
一
月
十
五
日
〜
二
十
九
日

★
仏
像
彫
刻
　
木
彫
刻
写
真
展

　
二
月
十
八
日
〜
三
月
三
日

★
日
景
祐
「
詩
畫
展
」

　
三
月
十
九
日
〜
四
月
二
日

1745年：千葉県、九十九里町の名主の家に生まれる

1762年：香取市佐原の伊能家に婿養子に入る

　　　  酒、醤油の醸造や利根水運などにも関り、伊能

家を再興

1794年：50才で隠居、江戸に出て幕府の天文方・高橋至

時に師事。

1800年：55才で第1次測量を開始。10次まで測量

1818年：73才で死去（喪を秘す）

1821年：「大日本沿海興地全図」完成（喪を公表）

十
一
月
五
日
か
ら
二
十
六
日
ま

で
「
税
理
士
仲
間
の
写
真
展
」
が

開
催
さ
れ
会
員
の
皆
さ
ん
自
慢
の

一
点
が
出
品
。
賑
や
か
で
し
た
。

十
一
月
二
十
七
日
か
ら
十
二
月

十
日
ま
で
は
、
「
東
山
フ
ォ
ト
ク

ラ
ブ
写
真
展
」
、
そ
し
て
続
い
て

十
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
は
「
目

黒
区
職
員
写
真
部
展
」
と
そ
れ
ぞ

れ
一
味
違
う
（
？
）
写
真
展
が
続

き
ま
し
た
。

今年もどうぞよろしくお願いします。

伊能忠敬のご子孫

伊能忠敬 ＭＥＭＯ

伊能譲さんインタビュー

伊
能
忠
敬
の
生
き
方

は
生
涯
学
習
の
一
つ
の

モ
デ
ル
ケ
ー
ス

豊
か
な
自
然
環
境
を

次
世
代
に
受
け
継
ぐ

一
日
十
キ
ロ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

２
面
に
つ
づ
く

ね

う
し
と
ら

う

た
つ

み

ひ
つ
じ

伊
能
忠
敬
と
い
え
ば
、
江
戸
時

代
に
日
本
地
図
を
作
っ
た
事
で
歴

史
の
教
科
書
に
も
出
て
く
る
ほ
ど

有
名
な
人
物
。
忠
敬
は
一
七
四
五

年
に
生
ま
れ
、
十
七
歳
の
時
、
現

在
の
千
葉
県
の
佐
原
の
伊
能
家
に

婿
養
子
に
入
る
。
酒
、
醤
油
の
醸

造
な
ど
を
営
み
、
商
人
と
し
て
才

覚
を
ふ
る
い
、
伊
能
家
を
再
興
し

た
。
一
七
九
四
年
、
五
十
才
の
時

に
隠
居
し
、
家
督
を
長
男
・
景
敬

に
譲
っ
た
後
、
江
戸
に
出
て
江
戸

幕
府
の
天
文
方
に
師
事
、
測
量
・

天
文
観
測
を
学
ぶ
。
五
十
五
才
に

て
、
第
一
次
測
量
を
開
始
、
以
後
、

第
十
次
測
量
ま
で
日
本
全
国
を
回

り
七
十
三
才
に
て
逝
く
が
、
そ
の

志
は
幕
府
か
ら
も
認
め
ら
れ
た
。

測
量
技
術
も
極
め
て
高
度
な
も

の
で
あ
っ
た
事
か
ら
、
徐
々
に
幕

府
か
ら
の
支
援
も
強
化
さ
れ
、
国

家
的
事
業
に
育
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。

伊
能
譲
さ
ん
は
、
忠
敬
の
直
系

で
は
な
い
が
一
族
の
お
一
人
。
現

在
、
青
葉
台
に
お
住
ま
い
だ
が
、

祖
父
の
代
ま
で
佐
原
で
暮
ら
し
て

い
た
と
い
う
。
忠
敬
に
つ
い
て
は

「
五
十
才
か
ら
天
文
学
・
測
量
学

を
学
び
、
五
十
五
才
か
ら
全
国
の

測
量
を
志
し
た
忠
敬
で
す
が
、
江

戸
時
代
、
五
十
才
と
い
え
ば
、
か

な
り
高
齢
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
定
年
後
の
人
生
、
リ
タ
イ

ヤ
さ
れ
た
方
が
何
か
に
打
ち
込
み
、

第
二
の
人
生
を
歩
む
生
涯
学
習
な

ど
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
忠
敬
の
生
き
方
は
、
あ
る
意
味

で
一
つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
最
近
注

目
を
浴
び
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
」
と
語
る
。

伊
能
さ
ん
は
来
年
で
七

十
才
に
な
る
と
の
事
。
ご

自
身
の
お
仕
事
は
、
東
大

を
卒
業
後
、
先
輩
の
五
島

慶
太
氏
の
声
掛
け
で
東
急

の
ホ
テ
ル
事
業
に
携
わ
る
。

当
時
は
高
度
成
長
期
、
ア

メ
リ
カ
に
渡
り
、
外
国
の
ホ
テ
ル

サ
ー
ビ
ス
・
経
営
に
つ
い
て
も
学

び
、
近
代
ホ
テ
ル
の
先
駆
け
と
な

る
、
銀
座
東
急
ホ
テ
ル
を
立
ち
上

げ
た
。
退
社
後
は
い
と
こ
が
経
営

す
る
機
械
商
社
の
仕
事
に
も
携
わ

っ
た
と
の
事
。

若
い
こ
ろ
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
が
得

意
で
、
昭
和
三
十
三
年
、
東
大
に

入
り
東
大
野
球
部
で
活
躍
。
入
学

し
た
年
に
は
立
教
の
長
嶋
は
卒

業
し
た
の
で
入
れ
替
わ
り
に
は

な
っ
た
が
、
当
時
六
大
学
は
大

人
気
だ
っ
た
。
四
年
生
の
時
は

キ
ャ
プ
テ
ン
も
務
め
、
セ
カ
ン

ド
を
守
り
活
躍
し
た
と
い
う
。

現
在
で
も
、
趣
味
は
ゴ
ル
フ

と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
い
う
ス
ポ

ー
ツ
マ
ン
。
毎
日
、
一
日
十
キ

ロ
は
歩
く
と
い
う
。
一
キ
ロ
約

十
分
で
歩
く
と
い
う
か
ら
、
か

な
り
の
速
歩
。
こ
れ
は
日
本
全

国
を
歩
い
た
忠
敬
の
健
脚
に
も

通
じ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

昭
和
二
十
五
年
か
ら
、
中
目
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黒
駅
近
く
の
青
葉
台
に
住
ん
で
い

る
と
の
事
。
「
昔
は
今
の
目
切
坂

は
『
く
ら
や
み
坂
』
と
呼
ば
れ
、

本
当
に
ま
っ
暗
で
し
た
。
庭
に
は

ヘ
ビ
だ
の
キ
ジ
だ
の
も
来
て
、
そ

れ
こ
そ
自
然
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た

ね
。
今
で
も
家
の
ま
わ
り
に
は
寒

桜
が
あ
り
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、
山

桜
、
八
重
桜
な
ど
の
桜
が
咲
き
ま

す
。
桐
や
ヒ
マ
ラ
ヤ
ス
ギ
も
あ
り
、

本
当
に
自
然
豊
か
な
エ
リ
ア
で
す
。

最
近
、
住
宅
開
発
で
木
が
切
ら
れ

て
し
ま
う
事
が
多
い
で
す
が
、
木

は
切
っ
て
し
ま
う
の
は
、
た
っ
た

一
分
で
も
育
つ
に
は
五
十
年
、
百

年
か
か
り
ま
す
。
こ
の
エ
リ
ア
は

東
京
で
も
本
当
に
環
境
の
良
い
エ

リ
ア
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
開
発

だ
け
で
な
く
、
環
境
の
保
全
も
考

え
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」

と
語
る
。

　
中
目
黒
駅
近
く
に
住
ん
で
五
十

年
余
、
住
み
始
め
た
頃
は
『
ず
い

ぶ
ん
田
舎
』
に
来
た
と
の
思
い
が

あ
っ
た
そ
う
だ
が
、
今
は
、
そ
の

自
然
は
貴
重
な
時
代
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
「
街
は
バ
ラ
ン
ス
が
大

切
で
す
ね
。
住
み
や
す
い
点
で
は

現
在
、
中
目
黒
は
便
利
で
す
し
、

自
然
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
こ

の
自
然
を
子
ど
も
や
孫
の
世
代
ま

で
、
し
っ
か
り
受
け
継
い
で
い
け

た
ら
」
と
い
う
。
中
目
黒
Ｇ
Ｔ
に

は
、
買
い
物
や
銀
行
な
ど
で
良
く

出
向
か
れ
る
と
の
事
。
お
孫
さ
ん

の
幼
稚
園
の
送
り
迎
え
を
な
さ
る

事
も
あ
る
だ
け
に
、
次
世
代
へ
の

住
環
境
や
自
然
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

を
し
っ
か
り
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
よ
う
だ
。

ペ ン リ レ ー ㈮

「知らずに使って
　　　いるかも！？」

GTタワーのテナントを紹介するこのコ

ーナーも6回目となりました。

今回は（株）寺島情報企画にご寄稿いた

だきました。

先
日
、一
階
ロ
ビ
ー
の
案
内
板
を

見
て
い
た
と
こ
ろ
、
社
名
の
す
べ
て
の

文
字
に
漢
字
が
使
わ
れ
て
い
る
の
は

当
社
の
み
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ
き

ま
し
た
。
数
年
前
、私
が
初
め
て
「
寺

島
情
報
企
画
」
と
い
う
社
名
を
聞
い

た
時
は
「
ス
ー
ツ
姿
の
お
じ
さ
ん
が

汗
を
拭
き
な
が
ら
黒
電
話
で
誰
か

を
怒
鳴
り
つ
け
て
い
る
」
と
い
う
、
男

性
的
で
古
風
な
光
景
を
想
像
し
ま

し
た
。
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
印
象

を
受
け
ま
す
か
？

実
際
の
当
社
は
、
携
帯
電
話
向

け
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
運
営
す
る
コ
ン

テ
ン
ツ
事
業
と
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
の
総
合
情
報
誌
「
Ｄ
Ｔ
Ｍ
マ

ガ
ジ
ン
」
を
発
行
す
る
出
版
事
業
を

中
心
に
事
業
を
展
開
し
て
お
り
、男

女
比
４:

６
、
平
均
年
齢
20
代
半
ば

の
、活
気
あ
る
イ
マ
ド
キ
の
会
社
で
す
。

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
人
に
感
動

を
与
え
る
コ
ン
テ
ン
ツ
、人
の
生
活
を

変
え
る
最
新
技
術
や
サ
ー
ビ
ス
を

生
み
だ
す
こ
と
に
真
剣
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

運
営
サ
イ
ト
は
、デ
コ
メ
ー
ル
の
カ
テ

ゴ
リ
で
最
大
の
会
員
数
を
持
つ
公
式
サ

イ
ト
「
デ
コ
メ
ｉ
と
り
放
題
」
、
女
子
中

高
生
に
大
人
気
の
「
デ
コ
メ
リ
ー
」「
占

い
マ
イ
ペ
」
、ケ
ア
ベ
ア
公
式
サ
イ
ト
「
ケ

ア
ベ
ア
フ
レ
ン
ズ
」
、着
う
た
サ
イ
ト
「
う

た
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
!!
」「
テ
レ
う
た
ム
ー
ビ
ー
」

な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
、
全
サ
イ
ト
の

会
員
数
は
二
百
万
人
を
超
え
て
お
り

ま
す
。

中
高
生
に
な
る
娘
さ
ん
や
妹
さ
ん

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
は
、
登
録
し
て
い
る

サ
イ
ト
名
を
聞
い
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？
「
寺
島
情
報
企
画
」
と
い

う
名
は
知
ら
な
く
て
も
、
当
社
の
サ
イ

ト
を
い
く
つ
か
登
録
し
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。株

式
会
社
寺
島
情
報
企
画

横
田
大
吾

十
一
月
十
五
日
の
夕
べ
、

Ｇ
Ｔ
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
、
Ｇ

Ｔ
お
馴
染
み
の
「
ア
マ
ー
ビ
レ
・

弦
楽
ト
リ
オ
」
に
よ
る
コ
ン
サ

ー
ト
が
場
内
満
席
の
も
と
賑
や

か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
多
彩

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
ア
マ
ー
ビ
レ

の
皆
さ
ん
の
熱
演
に
拍
手
！

昨
年
に
続
き
、
目
黒
区
社
会

福
祉
協
議
会
主
催
の
第
四
回
め

ぐ
ろ
地
域
福
祉
の
つ
ど
い
が
十

一
月
十
日
雨
の
降
る
中
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
一
部
変
更
し
、
予
定

ど
お
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

Ｇ
Ｔ
広
場
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

地
元
、
目
黒
銀
座
の
「
よ
さ
こ

い
踊
り
」
が
披
露
さ
れ
、
会
場

内
の
皆
さ
ん
に
、
「
元
気
」
を
振

り
ま
か
れ
て
い
ま
し
た
。

▲グランプリに輝いたユニークなツリー

▲樹列帯のイルミネーションと妖精たち

▲ＧＴ賞を受賞―中目黒小の子供たちの作品

▲華やかなアマービレ弦楽トリオにピアノの共演

▲生憎の雨にもかかわらず大勢の人出で賑わう

ＧＴ冬のイベント

ＧＴ６回目のクリスマス！

め
ぐ
ろ

　
地
域
福
祉
の

　
　
　
　
つ
ど
い

今年のクリスマスには、ラテンロックグループ「傷

歌尊塾」の皆さんのご協力により新しい趣向のコン

サートが企画出来ました。

タワー棟テナントの皆様を対象に、退社時のエン

トランスロビーでラテンロックバンドによる、ジングル

ベル、ホワイトクリスマス、ボラーレなどクリスマスの

雰囲気たっぷりの演奏をご堪能いただきました。

★★★クリスマス★★★

ライブコンサート12月14日
～ラテンロック調で傷歌尊塾が熱演～

今年もＧＴのそこここに、柔らかな

光に溢れた幻想的な空間が広がり、

オリジナリティー満載のクリスマス

ツリーがＧＴを飾りました。

「
私
の
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
展
」
表
彰
式

▲

キ
ャ
ン
ド
ル
の
柔
ら
か
い
光
の
中
で
の

コ
ン
サ
ー
ト

▲

ロ
ー
ソ
ク
づ
く
り
を
楽
し
む

親
子
づ
れ

▲

ツ
リ
ー
に
囲
ま
れ
影
絵
の
下
で

　
　
ラ
テ
ン
ロ
ッ
ク
を
楽
し
む

▲

ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を

　
ラ
テ
ン
ロ
ッ
ク
で
演
奏

▲

� 

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

昨
年
の
十
一
月
か
ら
、
来
る
一

月
十
三
日
ま
で
長
期
間
に
わ
た
り

タ
ワ
ー
棟
前
広
場
の
樹
列
帯
に
は

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
飾
ら
れ
、

タ
ワ
ー
棟
ロ
ビ
ー
壁
面
に
は
大
き

な
影
絵
を
映
し
出
し
ま
し
た
。

� 

古
代
の
行
列

十
二
月
十
日
か
ら
二
十
四
日
ま

で
、
Ｇ
Ｔ
広
場
な
ど
あ
ち
ら
こ
ち

ら
に
潜
む
百
八
十
の
”妖
精
た
ち
“の

足
元
の
蝋
燭
三
百
六
十
本
に
火
を

灯
す
と
妖
精
た
ち
の
お
祭
り
が
始

ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
ま
た
と
て

も
幻
想
的
で
し
た
。

� 
私
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

オ
リ
ジ
ナ

リ
テ
ィ
ー
溢

れ
る
ア
ー
テ

ィ
ス
テ
ィ
ッ

ク
な
ツ
リ
ー

や
生
け
花
、

盆
栽
仕
立
て

の

ツ

リ

ー

な

ど

三

十

三
点
に
及
ぶ
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

グ
ラ
ン
プ
リ
を
射
止
め
た
の
は

大
杉
哲
也
・
伊
藤
友
隆
ペ
ア
の
作

品
で
、
紅
葉
し
た
銀
杏
の
葉
を
一

面
に
散
り
ば
め
た
中
の
ツ
リ
ー
が

選
ば
れ
、
目
黒
区
長
賞
に
は
、
斉

藤
和
土
さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
特
別
出
展
さ
れ
た
平
山

隆
也
氏
の
ツ
リ
ー
が
、
多
く
の
皆

さ
ん
に
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

あ
か
り
ま
つ
り
の
メ
イ
ン
イ
ベ

ン
ト
。

十
二
月
二
十
二
日
、
夜
六
時
半

か
ら
大
階
段
に
お
い
て
ロ
ー
ソ
ク

の
光
の
中
で
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ

れ
、
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
時
間
が
過

ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

ア
マ
ー
ビ
レ
・

弦
楽
ト
リ
オ

Ｇ
Ｔ
ク
ラ
シ
ッ
ク

� 

百
万
人
の

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

ｉ
ｎ
中
目
黒


